
※１ 　速報時に判明している状況であり、調査が進むにつれて内容が変わることがあります。

※２ 　速報時に判明している状況から同種災害を防止するために想定される再発防止対策や関
連通達・指針です。

起因物

災害発生
状況
※1

　坂道で軽トラックを停車して作業を
行おうとしたところ、サイドブレーキ
をかけていなかったため、軽トラック
が後ろに動き出し、民家の外壁と軽ト
ラックに挟まれたもの。

想定され
る再発防
止対策
※２

○

○

　坂道で貨物自動車の運転席を離れるときは、サイドブレーキ
を確実に掛け、エンジンを止めること。ＭＴ車の場合はいずれ
かのギアにシフトする、ＡＴ車の場合はパーキングにシフトす
ること。また、車輪止めを使用すること。

　労働者に対して、上記の作業手順の徹底を図るため、安全教
育を行うこと。また、万が一、車両が動き出した場合において
も身体で止めようとしないよう併せて教育を行うこと。

トラック 事故の型 はさまれ、巻き込まれ

死亡災害等速報

発生月 令和７年１月 業種 商業

番号：R7－2

広島労働局 健康安全課

各 労働基準監督署


